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複写機・自動車バンパー・ＡＴＭ等のリサイクルのＬＣＡ事例
　産業系廃プラスチックの再資源化に係る調査研究
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【キーワード】

処�理�方�式
マテリアルリサイクル
高炉原料化

要�素�技�術 ＬＣＡ

樹�脂�類�別 汎用プラ、エンプラ 化 学 物 質 名

形��状��別
事務機器・自動車・情報機器な
どの部品

用��途��別 事務機器、自動車、情報機器

法��規��制 自動車リサイクル法など 国�����別 日本

調
査
研
究
内
容

産業系廃棄物である複写機・自動車バンパー・ＡＴＭ等の廃プラスチックについて、マテリアルリサイ
クルを主体とするリサイクルのＬＣＡを行い、これらをリサイクルする場合、しない場合の環境影響を
定量的に把握した。同時に、従来協会として、ＬＣＩデータ蓄積がなかった産業系廃棄物のリサイクル
のＬＣＩデータを新規に採取・蓄積し、ＬＣＩデータを強化した。
・調査の対象 ； プラスチック部品から構成される個別製品のリサイクルについて現在、マテリア

ルリサイクル中心に進展が進んでいる複写機、自動車バンパー、ＡＴＭ等
（ＡＴＭ・自動販売機・回胴式遊技機）の解体処理・リサイクル（材料リサイク
ル、高炉原料化など）について検討した。

・分析の対象 ； 実態処理、発電を伴う焼却処理、単純焼却処理を、製品バスケット法に基づい
て、資源消費、エネルギー消費、地球温暖化（ＣＯ２）、酸性化（ＮＯｘ、
ＳＯｘ）、固形廃棄物について比較分析した。
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資源消費、エネルギー消費、地球温暖化（ＣＯ２）、大気酸性化（ＮＯｘ，ＳＯｘ）、固形廃棄物の
５項目の環境負荷を統合化した環境負荷指数は、全ての事例において、小さかった順に、実態（マテ
リアルリサイクル主体）、焼却発電、単純焼却であった。但し、エネルギー消費のみで見ると、複写
機、自動車バンパーにおいては、実態より、焼却発電の方が小さかった。

産業系廃プラスチックの場合、設計段階で工夫することにより、容易に手分解・分別できる単一樹脂
部品としているためマテリアルリサイクルに好ましい条件になっていると考察した。
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